
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

看護師国家資格 ② 　　53 人 51人

人 BLSヘルスケアプロバイダー ③ 開催中止 開催中止
人 社会福祉主事任用資格 ③ 53人 53人

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

5 名 2.6 ％

四国医療専門学校 昭和51年4月1日 石川　浩
〒769-0205
香川県綾歌郡宇多津町浜五番丁62番地1

（電話） 0877-41-2323

（別紙様式４）

令和3年7月30日※１
（前回公表年月日：令和2年7月31日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人大麻学園 平成6年12月12日 大麻悦治
〒769-0205
香川県綾歌郡宇多津町浜五番丁62番地1

（電話）

医療 医療専門課程 看護学科
平成20年文部科学大臣告示第

15号

学科の目的
看護師として、臨床上必要とされる専門的知識及び技能を習得せしめると共に、その人格形成にも努め、医療従事者として社会から必要とされる人材を
育成する。

0877-41-2380
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成26年3月31日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

560時間(20単
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

4 昼間
3,660時間（134単位） 1,455時間(70単位） 475時間(18単位） 1,170時間(26単位）

学期制度
■前期： 4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
各科目100点をもって満点とし、成績により秀・優・良・可及び不可
で評価。可以上を合格とする。

300人 181 人 0人 20人 66人 86人

長期休み

■学年始め：4月1日～4月5日
■夏  季：7月17日～8月30日
■冬  季：12月19日～1月5日
■学 年 末：3月13日 ～3月31日

卒業・進級
条件

出席状況及び単位修得状況により、学科会議、学校運営会議及
び教員会議の議を経て学校長が決定する。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 研修旅行、病院・施設訪問によるボランティア活動、学生自

治組織・ボランティア・学園祭等の実行委員会等定期的な個人面接の継続と共に悩みや問題を抱えている学生に
対しては速やかに対処する。ホームルーム等を有効に活用し、学
生と教員のコミュニケーションの機会を工夫する。

■サークル活動： 無

病院 （令和2 年度卒業者に関する令和3年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄
③に関しては、コロナウイルスに伴い開催中止

： 98.1
■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　1人
　

令和2年度卒業者に関する

■就職者数 51 人

令和2年4月1日時点において、在学者189名（令和元年4月1日入学者を含む）
令和3年3月31日時点において、在学者184名（令和3年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由
学校生活への不適合・経済的問題・進路変更

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
URL:http://www.459.ac.jp/

■就職率　　　　　　　　　： 98.1

令和3年5月1日時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
履歴書の書き方、面接指導、マナーについて

■卒業者数 53
■就職希望者数 52

■主な就職先、業界等（令和元年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

■中退防止・中退者支援のための取組
学費貸与制度の充実、面談による個人の状況把握、ホームルームを有効活用した学生とのコミュニケーション強化

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
　入学金減免制度［昼間部と夜間部の同時入学、在校生・卒業生の別課程への入学、在校生・卒業生の家族の入学］
　授業料減免制度［夜間部併修者優遇制度、新入生授業料減免制度（修学支援給付金支給制度）］
■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

■香川県看護学生修学資金貸付制度　　有

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載

（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

http://www.459.ac.jp/


（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。
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③山奥　慎一
トレーニングセンター・ザ・ハート　有限会社オフィスやまおく 取
締役

2021.4.1～2023.3.31（2年）

　　第１回　令和2年7月5日（日）14：35～16：40

2021.4.1～2023.3.31（2年）

金森　絵美子 スポーツクラブ ジョイフィット丸亀　クラブマネージャー 2021.4.1～2023.3.31（2年）

 （開催日時）

　　第２回　令和3年3月17日（水）15:00～16:00
　

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
令和4年度から改正したカリキュラムの導入となる。。座学と臨地での学びが連結できること、臨地においても人生の一部である期間の関わりに連続性をもって看護できる
力を培えるよう教育支援を行う。そのためには教員と実習指導者が連携を図りながら教育していく必要がある。

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

　　開催は年2回以上とする。(7月、2月)

八百原　義正 大和鍼灸院　代表取締役 2021.4.1～2023.3.31（2年）

村本　剛史 わかくさ整骨院　院長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

大石　勝彦 普門堂鍼灸整骨院　院長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

山田　佳弘 徳島県トレーナー協会 会長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

白井　直樹 ゆとり接骨院　院長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

徳安　栄華 とく整骨院　院長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

田岡　知代 一般社団法人香川県理学療法士会　理事 2021.4.1～2023.3.31（2年）

五味　陽子 一般社団法人香川県作業療法士会　監事 2021.4.1～2023.3.31（2年）

安藤　幸代 公益社団法人香川県看護協会　監事 2021.4.1～2023.3.31（2年）

宮武　功哲 一般社団法人香川県鍼灸マッサージ師会　会長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

大塚　安混 一般社団法人香川県鍼灸師会　理事 2021.4.1～2023.3.31（2年）

神髙　敏伸 公益社団法人香川県柔道整復師会　副会長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

石川　浩 四国医療専門学校　学校長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

大麻　陽子 四国医療専門学校　副学校長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

2021.4.1～2023.3.31（2年）

襖田　和敏 四国医療専門学校　鍼灸学科・鍼灸マッサージ学科　学科長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

2021.4.1～2023.3.31（2年）四国医療専門学校　副学校長笠井　勝代

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編
成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

社会情勢の変化に対応すべく、実習先施設を中心とした企業等と定期的な打合せ・意見交換等を行い、連携を密に取り合う。社
会的状況や変化、並びに実習時における学生の評価等を的確に把握し、最新の情報・要望を効果的に取り入れ、社会実情に合
わせた実践的かつ専門的な教育課程編成、授業内容・方法の改善・工夫等を行う。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
委員会で決議された事項については本校に答申し、審議を行う。また、委員会での決議内容が教育課程の変更に係る場合に
は、設置者理事会において審議を行う。
（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

令和3年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

中江　秀美 四国医療専門学校　看護学科　教務主任

2021.4.1～2023.3.31（2年）

2021.4.1～2023.3.31（2年）

松本　嘉次郎 四国医療専門学校　作業療法学科　学科長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

六車　輝美 四国医療専門学校　看護学科　学科長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

高橋　謙一 四国医療専門学校　理学療法学科　学科長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

猪越　孝治 四国医療専門学校　柔道整復学科・スポ―ツ医療学科　学科長

四国医療専門学校　学務部長

森田　伸 香川大学医学部附属病院リハビリテーション部院内副技師長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

瀬間　義之 介護老人保健施設桃源苑　副施設長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

菊岡　純子 坂出市立病院　看護部長

2021.4.1～2023.3.31（2年）原淵　美千代 屋島総合病院　看護部長



科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

基礎看護学実習
(Ⅰ･Ⅱ)

病棟の概要、基礎看護技術を修得します。
対象に応じた看護技術、看護過程を学びます。

統合実習
知識・技術を統合し、実践に即した看護実践能力の向上を
目指します。

国家公務員共済組合連合会高松病院、
総合病院坂出市立病院、香川県厚生農
業協同組合連合会屋島総合病院 、香川
労災病院

国家公務員共済組合連合会高松病院、
総合病院坂出市立病院、香川県厚生農
業協同組合連合会屋島総合病院 、香川
労災病院

成人看護学実習
（Ⅰ～Ⅳ）

臨床におけるセルフケア、周手術期、リハビリテーション、急
性期、終末期各期の看護技術を修得します。

国家公務員共済組合連合会高松病院、
総合病院坂出市立病院、香川県厚生農
業協同組合連合会屋島総合病院 、香川
労災病院

小児看護学実習
(Ⅰ･Ⅱ)

小児の発達段階と健康のレベルに応じ、家族を含めた看護
技術を修得します。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

実習施設において、通院・入院(通所･入所)している患者(利用者)およびその家族、また病院(施設)スタッフとのコミュニケーション
を通し、臨床を肌で感じ、医療人・社会人としての自覚を促す。また、実際の臨床現場で看護師が実践している看護を見学し、看
護の一連の流れを知り、今後の学習に具体性を持たせることを目的とする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
学校と臨地との実習打ち合わせ会で、新しい医療機器や医療の動向などを学習している。
実習終了後、実習施設より学生毎に評価を受けている。
（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

社会福祉法人あけぼの福祉会わかくさ保
育園・わかくさ北保育園、総合病院坂出
市立病院、社会福祉法人育愛館

国家公務員共済組合連合会高松病院、
総合病院坂出市立病院、香川県厚生農
業協同組合連合会屋島総合病院、社団
法人三豊・観音寺市医師会三豊市立西
香川病院 、香川労災病院、聖マルチン病
院、聖マルチンの園

母性看護学実習 周産期の母性及び新生児の生理的変化について学びます

香川県厚生農業協同組合連合会屋島総
合病院、独立行政法人国立病院機構四
国こどもとおとなの医療センター 、香川労
災病院

精神看護学実習
精神障害を持つ対象者の日常生活を把握し、自立に向けて
の援助方法を学びます。

香川県立丸亀病院
医療法人三船病院

在宅看護論実習
地域で暮らす人々のヘルスニーズを把握し、家族援助も含
めた看護過程の展開を実践し、問題解決能力を養います。

総合病院坂出市立病院、香川県中讃保
健福祉事務所、宇多津町保健センター、
有限会社バイス訪問看護ステーションひ
かり、社会福祉法人宇多津福祉会介護老
人保健施設いきいき荘

老年看護学実習
（Ⅰ・Ⅱ）

年期にある対象を理解し、援助を修得します。



３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

所属長は職員に対する研修の必要性を把握し、研修計画を立て、その計画に基づき職員に研修を受ける機会を与えなければな
らない。そして、業務上必要な知識および技能を計画的に習得するため、職員は校内および校外における研修等を積極的に受
講しなければならない。特に、教員については職員研修規程第９条第２号に定められているとおり、専門分野および担当業務に
係る専門的知識および技能の習得については、業界団体等が開催する研修等を積極的に活用する。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

（３）教育活動 教育活動

（１）教育理念・目標 教育理念・目標、育成人材像
（２）学校運営 学校運営

（９）法令等の遵守 法令等の遵守

1）WEB開催：日本看護学会学術集会（看護管理・在宅看護・ヘルスプロモーション・看護教育）

②指導力の修得・向上のための研修等
1）日本看護学校協議会「技術・実習教育教材開発プロジェクト」委員会員
2）カリキュラム編成準備のためのオンラインセミナー
3）看護職員確保対策特別事業/指定規則改正に伴う看護師等養成所　　　カリキュラム改正支援事業　WEB開催、GW

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

　

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、
評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

教育活動その他学校運営の状況に係る自己評価に対して、客観的な評価者としての保護者、地域住民、その他学校関係者に
広く意見を求めることで、開かれた学校づくり、より良い学校づくりに取り組み、学校としての説明責任を果たすと共に、教育の向
上を図る。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

　1)日本看護学校協議会研修会　　　　　　　　　2）看護教育学会
　3）日本看護学校協議会学会　　　　　　　　　　4）副学校長主任会議・教務主任研修会　　　　　5）国家試験セミナー
　6）専任教員養成講習会

（８）財務 財務

（５）学生支援 学生支援

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（３）学校関係者評価結果の活用状況
退学者の低減に対する意見をいただき、学校運営会議で対策を共有し、各学科で取り組み、ここ数年5%以上であった退学率を令和2年度
は、退学率を4％台に抑えた。また、コロナ禍において、教育の質を落とさない取り組みをと意見に対して、新たに遠隔授業、遠隔会議、Web
オープンキャンパス、オンライン入試等を実施することとなり、本来であれば数年先に試行または導入すべきものを令和2年度中に実施でき
た。

（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献

（４）学修成果 学修成果

（１１）国際交流 国際交流

（６）教育環境 教育環境
（７）学生の受入れ募集 学生募集と受け入れ

※（１０）及び（１１）については任意記載。



種別
地域住民代表

高校関係者

高校関係者

高校関係者

保護者

卒業生

卒業生

業界団体役員

業界団体役員

業界団体役員

業界団体役員

業界団体役員

業界団体役員

業界団体役員

資格取得状況、国家試験合格者の就職状況

（１１）その他 附属鍼灸治療院・接骨院の紹介

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））・毎年度7月

ホームページ　・　その他備付資料
http://www.459.ac.jp/

島 かおり 看護学科同窓会 2021.4.1～2023.3.31（2年）

田岡　知代 一般社団法人香川県理学療法士会　理事 2021.4.1～2023.3.31（2年）

五味　陽子 一般社団法人香川県作業療法士会　監事 2021.4.1～2023.3.31（2年）

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校教育法に基づき、本校の教育活動及び学校運営の状況に関する情報を、積極的に提供することにより、保護者、地域住
民、学校関係者等の理解を深め、それらの者と連携・協力していくと共に、専修学校の社会的理解・認識を促進する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 基本理念、沿革、施設図

安藤　幸代 公益社団法人香川県看護協会　会長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

山田　佳弘 徳島県トレーナー協会 会長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

URL:　http://www.459.ac.jp/about/info.html

　　　令和3年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

大塚　安混 2021.4.1～2023.3.31（2年）

神髙　敏伸
一般社団法人香川県鍼灸師会　会長

（２）各学科等の教育 教育方針、取得を目指す資格、カリキュラム、資格取得状況、就職状況、キャ

谷川　俊博 宇多津町長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

佐藤 扶美子 香川県立丸亀城西高等学校 校長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

大平 徹 香川県立飯山高等学校 校長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

志賀　紀之 香川県立琴平高等学校 校長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

則久　宗子 保護者（理学療法学科　学生保護者） 2021.4.1～2023.3.31（2年）

橋本　純 柔道整復学科同窓会 2021.4.1～2023.3.31（2年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関す
る情報を提供していること。」関係

公益社団法人香川県柔道整復師会　副会長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

（５）様々な教育活動・教育環境 校内施設図、各実習教室及び施設の紹介、行事紹介
（６）学生の生活支援 学生寮案内

（３）教職員 教職員数、氏名、担当学科
（４）キャリア教育・実践的職業教育

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 貸借対照表、資金収支計算書、事業活動収支計算書
（９）学校評価 自己評価、学校関係者評価
（１０）国際連携の状況 姉妹校（AIMC鍼・統合医療専門職大学院バークレー校）の紹介

（７）学生納付金・修学支援 授業料等各種費用、各種減免、減額制度案内、奨学金・各種貸付制度・提携
教育ローン案内

宮武　功哲 一般社団法人香川県鍼灸マッサージ師会　副会長 2021.4.1～2023.3.31（2年）

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
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○ 物理学

1．人体の運動力学を理解する。
2．医療機器の作動原理に関して基本的な知識を身に
つける。
3．医療、看護で起こりうる事象や実際に使用する機
器類を想定して、そこで用いられる物理学的な理論
や技法を学ぶ

１
前

15 1 ○ ○ ○

○ 生物学

1．生命について学びを深める。
2．生体維持の仕組みを理解する。
3．生物と環境について関連を理解する。
4．地球のこれからの環境と生活する人類の健康につ
いて考えられる。
以上について人と植物の関わりからアプローチす
る。

１
前

15 1 ○ ○ ○

○ 化学

1．身体を構成する物質とその反応を実験を交えなが
ら理解する。
2．無機物の化学的性質、化学反応、および一般化学
について理解する.
3．有機化学として、生化学、栄養学、医薬がどのよ
うな化合物でできているのか基礎を理解する。

１
前

15 1 ○ ○ ○

○ 情報科学

1．情報科学やコンピュータの基礎を理解する。
2．情報リテラシーから看護情報へと関連づけられ
る。
3．ITの知識を深め、情報処理能力を身につける。
4．看護研究に必要なデータや情報処理方法を理解す
る。

１
前

15 1 ○ ○ △ ○

○ 情報科学演習

1．コンピュータを使って情報処理ができる。
2．コンピュータを使ってレポート作成ができる。
3．プレゼンテーション演習発表ができる。

1
後

30 1 △ ○ ○ ○

○
生涯スポーツ
論 （ 体 育 実
技）

各スポーツ種目の実技を通して、それぞれに楽しむ
ための基礎的技術を習得しながら、魅力的なゲーム
の実践を行い、生涯、スポーツに対する運動習慣の
重要性を理解し、体育・スポーツの科学的認識の発
展を期す。

1
前

30 1 △ △ ○ ○ ○

○ 哲学

1．哲学の歴史と現代を理解し、哲学的思考を身につ
ける。
2．自分と他者について深く考え、人間理解、人間存
在の基礎を理解する。
3．看護師として対象に関わる意味・姿勢を習得す
る。

1
前

15 1 ○ ○ ○

○ 人間関係論

1．人間の本質、生き方などから人間のあり方を理解
する。
2．仕事は楽しく、人生はおもしろく生きるための知
恵を学ぶ。
3．人間関係を円滑にするための効果的なコミュニ
ケーションを身につける。
4．人間は何のために生きているのか、なぜ働くのか
を追求し、働く喜びを通じて自己実現を図る重要性
を知る。
5．己にとって「また会いたくなる人間」を確認し、
そのような人間になるための道しるべができる。

1
前

15 1 ○ ○ ○

○ 死生論

1．死について考える。
2．日本人の死生観について考える。
3．宗教、死に関する文化について考える。
4．死に対するイメージや多様な死生観について理解
する。
5．死別に伴う家族の悲嘆について理解する。
6．自分自身の死生観について深め、看護師としての
姿勢を考える。

2
後

15 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（医療専門課程看護学科）令和2年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○ 家族社会学

1．日本社会における家族の歴史的変化を理解する。
2．家族の構造と機能について理解する。
3．家族成員の特徴と、関係を理解する。
4．家族の健康問題について考え、支援方法を取得す
る。

2
前

30 1 ○ ○ ○

○ 発達心理学

人は生涯発達しているという視点から、人の成長過
程と発達段階における生活上の変化や、そこで生じ
る「こころ」の問題について考えていきます。ま
た、単に人間の発達の流れを追うのではなく、自分
自身に置き換えながら理解をする視点を培う。

2
前

15 1 ○ ○ ○

○ 日本語表現法

1．患者との信頼関係を築く接遇マナーの重要性につ
いて理解する。
2．患者や他のスタッフとのコミュニケーションを円
滑にする言葉遣いや言い回しを習得する。
3．患者の伝えたいことを適切に引き出し理解するた
めの上手な聴き方を習得する。
4．日本の伝統文化から学ぶ礼儀作法

1
後

30 1 ○ △ ○ ○ △ ○

○ 文化人類学

1．文化には多様性、普遍性があることを理解する。
2．環境と人間文化を考える。
3．人間と宗教文化について考える。
4．さぬきの風土と文化についての理解を深め、地域
発展について述べられる。

1
後

30 1 ○ △ △ ○ △ △ ○

○ 臨床心理学

1．臨床心理学に関する基礎的理論や歴史について学
習する。
2．心理テスト，心理療法，カウンセリングに関する
基礎的学習を行う。
3．心理アセスメントや心理テスト，映画分析などを
通じて自分と他者について深く考える。
4．カウンセリングシナリオの実習を通じてカウンセ
リングコミュニケーションについて学習する。

3
前

30 1 ○ △ ○ ○

○ 笑いと医療

1．笑いがもたらす医学的効用と笑いを通して患者さ
んとの対人間コミュニケーション力の向上を図る。
2．患者さんと心が通うコミュニケーションをはかる
ためのユーモアセンス・実践力を養う。
3．ピエロセラピーの学びを看護の実践に活かすこと
ができる。

3
後

15 1 ○ △ ○ △ ○

○ 音楽療法

1．音楽療法の基礎理論や音楽史の学習と平行して進
められる鑑賞、演奏等の活動を通して、情操豊かな
人間形成を目指すとともに、生活の中に芸術を取り
入れることによって得られる、より生き生きとして
人間的価値あふれた生活を送ることの重要性を知
る。
2．人間関係の構築のためのコミュニケーションの手
段としての音楽療法の有効性を知り、活用法を体得
していく。
3．音楽療法の有効性を示す歴史的背景や理論的考
察、さらに具体的な技法について学習し、癒しや機
能改善の役割を果たす音楽療法へのアプローチを図

2
後

15 1 △ △ ○ ○ △ ○ ○

○ 健康科学論

1．身体運動の重要性を、運動学および健康スポーツ
科学の立場から理解する。
2．人間の身体の仕組みを理解し、健康科学の基礎的
知識を身につける。

1
前

15 1 ○ ○ ○

○ 英語Ⅰ

中学程度の英語を使って日常会話を体得していきま
す。英語を使うさまざまな状況ですぐに役立つ英会
話を身につけて、世界を拡げていく。

1
通

30 1 ○ ○ ○

○ 英語Ⅱ

英語Ⅰで身に付けた基本的な英会話の世界を広げ
て、看護の現場で役立つ英語を修得する。 2

通
30 1 ○ ○ ○

○ 英語Ⅲ

臨床で必要な、オリジナルのコミュニケーション
ツールの作製ツールを用いたコミュニケーション方
法の習得

3
通

30 1 ○ ○ ○



○ 英語Ⅳ

短い看護のエピソードを購読します。今後英文を読
む機会に役立ちそうな構文を確認しながら、看護の
さまざまな面を見ていきましょう。毎回短い会話も
取り入れて、これまでに培ってきた会話力が鈍らな
いようにしましょう

４
後

30 1 ○ ○ ○

○ 中国語

中国語の基礎文法を習得し、簡単な挨拶や日常会話
を身につけることを目標とした授業です。教科書に
沿って会話の練習を中心に授業を進めます。中国の
文化、歴史等について、講義の内容に合わせて
紹介し、中国の看護事情等についても紹介する。

４
後

15 1 ○ ○ ○

○ 教育原理

1．教育の歴史や制度を理解し、家庭教育、学校教
育、社会教育に関する認識を深める。
2．看護領域に関わる教育の目的や方法を学び、看護
教育の諸問題について考察することができる。
3．教育分野の中で興味・関心あるテーマに関して、
自分の見解をプレゼンテーションすることができ
る。

2
前

15 1 ○ ○ ○

○ 教育評価

1．教育を評価することの意義を理解し具体的な評価
の方法を学ぶことにより、多面的に評価ができる基
礎が身につく。
2．4年次の教育方法論Ⅱに活かすことができる。

2
前

15 1 ○ ○ ○

○ 教育方法論Ⅰ

1．教育方法の理論と授業展開に必要な教育技術の基
本を学び、わかりやすく興味ある授業にデザインし
ていく視点を身につける。
2．看護領域における教育目的･方法について理解で
きる。

2
後

15 1 ○ ○ ○

○ 教育方法論Ⅱ

1．教育方法の理論を生かし、模擬患者に合った生活
指導が教育方法を使って実施できる。
2．模擬患者に行った教育方法の実際を相互に評価で
きる。
3．看護学生に対して模擬患者に合った実技指導がで
きる。

4
後

15 1 ○ ○ ○

○ 教育心理学

1．学習者の心理と学習過程における心理学的な特徴
を学ぶ。
2．対象となる青年期の心理的発達過程について理解
し、心理的アプローチができる。
3．教育と心理学との関連づけができ、教育の諸問題
点に柔軟に対処する姿勢を身につける。

2
前

15 1 ○ ○ ○

○ 解剖生理学Ⅰ

講義の後、香川医科大学で人体解剖見学を行う。
解剖生理学は、医学体系の中でも基礎となる領域で
ある。人体の構造と機能がもとになって、病気のな
りたちをはじめとしてすべての科目に関連性を持っ
ている。人体の構造と機能の知識が、看護学の理解
へとつながることを認識し、病気との関係について
学ぶ。

1
前

30 1 ○ ○ ○

○ 解剖生理学Ⅱ

講義の後、香川医科大学で人体解剖見学を行う。解
剖生理学は、医学体系の中でも基礎となる領域であ
る。人体の構造と機能がもとになって、病気のなり
たちをはじめとしてすべての科目に関連性を持って
いる。人体の構造と機能の知識が、看護学の理解へ
とつながることを認識し、病気との関係について学
ぶ。

1
前

30 1 ○ ○ ○

○ 病理学

疾病の成り立ちや機能と基本的疾病について学び、
その病因、病理発生について理解する。病理学総論
では疾病の成り立ちを理解する上で重要な基本的病
変について学ぶ。各論では、総論で学んだ基礎事項
をふまえながら、臓器別に代表的疾患について、そ
の病因・病理発生について学ぶ。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○ 生化学

1．生命現象が、多数の化学物質による化学反応から
成り立っていることを理解する。
2．人体の機能が生体組織のどのような細胞の機能に
結びついているか、どのような化学現象と結びつい
ているか、いかにして生体の恒常性が保たれている
かを理解する。
3．遺伝子および遺伝情報とその発現について理解す
る。

1
後

30 1 ○ ○ ○



○ 微生物学

1．人の疾患に関わる微生物の分類や形態・特徴を知
り、感染予防・化学療法など理解する。
2．人の疾患に関わる微生物の分類、形態、発育とそ
れに関与する因子、微生物による免疫を中心とする
免疫学、感染、消毒、滅菌、院内感染とその予防、
主要感染症化学療法を理解し、各種疾患における生
体防御機構についての基礎概念を学ぶ。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○ 疾病と治療Ⅰ

疾病と成り立ちと回復の促進について学び、呼吸器
の構造と機能・病態生理・治療処置・疾患について
理解する。主に症候から病態を把握し、疾患にあっ
た適切な看護につなげる。

1
後

15 1 ○ ○ ○

○ 疾病と治療Ⅱ

1．血液・造血器・内分泌・膠原病・腎・泌尿器・生
殖器・感覚器の構造と機能・病態生理・治療処置・
疾患について理解する。
2．医学知識を身につけ、科学的根拠に基づいた看護
に生かすことができる。

1
後

15 1 ○ ○ ○ ○

○ 疾病と治療Ⅲ

1.脳・神経・筋・骨関節・運動器疾患の構造と機
能・病態生理・治療処置・疾患について理解する。
2.疾病の成り立ちと回復の促進を理解し、科学的根
拠の一つとして、主に症候から病態を把握し看護に
つなげる。

2
前

15 1 ○ ○ ○

○ 疾病と治療Ⅳ

1．疾病の成り立ちと回復の促進について学び、母性
疾患の構造と機能・病態生理について理解する。
2．妊娠・分娩・産褥・新生児の異常について学び、
診断、治療過程から看護につなげるよう理解する。

3
前

15 1 ○ ○ ○ ○

○ 疾病と治療Ⅴ

1．小児疾患の構造と機能・病態生理・治療処置・疾
患について理解する。
2．疾病の成り立ちと回復の促進について学び、疾患
と病態生理を科学的に理解し、適切な看護につなげ
られる。

2
後

15 1 ○ ○ ○

○ 疾病と治療Ⅵ

1．疾病の成り立ちと回復の促進について学び、消化
器の構造と機能・病態生理・治療処置・疾患につい
て理解する。主に症候から病態を把握し、疾患に
あった適切な看護につなげる。

1
後

15 1 ○ ○ ○

○ 疾病と治療Ⅶ

1．疾病の成り立ちと回復の促進について学び、循環
器の構造と機能・病態生理・治療処置・疾患につい
て理解する。主に症候から病態を把握し、疾患に
あった適切な看護につなげる。

1
後

15 1 ○ ○ ○

○ 疾病と治療Ⅷ

膠原病・感染症、腎・泌尿器の構造と機能・病態生
理・治療処置・疾患について理解する。医学的知識
を身につけ、科学的根拠に基づいた看護に生かす。

1
後

15 1 ○ ○ ○ ○

○ 疾病と治療Ⅸ

生殖器・感覚器の構造と機能・病態生理・治療処
置・疾患について理解する。医学的知識を身につ
け、科学的根拠に基づいた看護に生かす。

1
後

15 1 ○ ○ ○ ○

○
リハビリテー
ション医学

1．障害とはどういうことか学び、さまざまな障害に
対する理解を深める。
2．リハビリテーションのしくみや疾病の成り立ちと
病態を把握し、回復への促進と精神的・身体的・社
会的に具体的なリハビリテーションについて学ぶ。

2
後

15 1 ○ ○ ○

○
薬理学・薬物
療法

薬効の発生機序、作用特性、有害作用などの知識を
学び、各疾患に対する薬物療法を理論的に習得する
と共に、薬物の管理方法や扱いについて理解する。

1
前

30 1 ○ ○ ○

○
栄養学・食事
療法

1．食物と栄養の関係、栄養素などの身体内での働き
を理解し、ライフステージ毎の栄養特性を学ぶ。
2．栄養と疾病・障害の関係を知り食事療法について
理解し、調理実習も交え、理解を助ける。

1
後

30 1 ○ ○ ○



○ 臨床検査学

1．病態把握に必要な検査の目的や方法を知り、検査
データの査定について学ぶ。
2．臨床検査が医療の中で果たす役割を理解すると共
に、患者への説明責任、業務上の注意点、心得を理
解する。
3．病態把握に必要な検査の目的やデータの基準範囲
を学ぶ。

1
後

15 1 ○ ○ ○

○ 医療経済論

1.わが国の医療保険の仕組みや現状を知り医療が抱
える問題を理解する。
2．看護職として調整、カウンセリング、コンサルタ
ント、意思決定など臨床実践力に必要な経済理論を
学び、医療保険の仕組みや現状、今後の展望、医療
が抱える問題などを医療者サイド、患者サイドの両
サイドから理解する。

4
後

15 1 ○ ○ ○

○
医療行政論
（関係法規）

1．社会保障の理念と基本的な制度、医療に関する関
係法規を理解する。
2．生活問題に対する法律に基づく社会福祉の方法と
課題について考え、理解する。

2
後

15 1 ○ ○ ○

○ 公衆衛生学

公衆衛生の目的は、組織的な社会の活動と努力を通
じて、地域に暮らす全ての人々の健康を保持増進す
ることである。公衆衛生学ではそのための理論と方
法について学ぶが、講義では、まず公衆衛生学の成
り立ちと発展、保健・医療における疾病予防の概
念、わが国の健康水準、疫学的方法論等について学
習し、さらに、地域、学校、産業の場における公衆
衛生の制度と保健衛生活動の実際について学習して
いく。

2
前

30 1 ○ ○ ○

○ 社会福祉概論

1．社会福祉の基本理念、人間に対する視座について
理解する。
2．社会福祉の歴史を通して、人間が社会的問題にど
う関わってきたか理解する。
3．社会保障の制度全体を把握しつつ、医療・看護と
の関連分野との連携について理解する。

1
前

15 1 ○ ○ ○

○ 地域福祉論

医療・看護の目的を達成する上での社会福祉との連
携の重要性を理解し、連携に関する基本的事項や実
際の方法が理解できる。
1．地域福祉の理念と内容が理解できる。
2．地域福祉の推進方法が理解できる。
3．事例を活用し、実際の場面を想定しながら、医療
機関や地域との連携について考えられる。

3
後

15 1 ○ ○ ○

○ 東洋医学

伝統に裏付けられた技術や、全人的医療を掲げた東
洋医学の概論・診断・治療について学び、命あるも
のを慈しむ為の知識と態度を身につける。 3

前
30 1 ○ ○ ○

○
リ ラ ク ゼ ー
ション方法論

1．健康意識の高まりに伴って、多様化している健康
ニーズにそえる専門職者として、リラクゼーション
方法を理解する。
2．指圧・マッサージ・つぼ治療法など、リラクゼー
ション援助の実際について学ぶ。

3
前

30 1 ○ ○ ○

○ 看護学概論

1．看護の役割機能を明確にし、主要な概念について
理解する。
2．看護の定義について理解する。
3．健康の概念を理解する。
4．保健・医療・福祉その他職種の中の看護の役割り
を明確にできる。
5．医療の専門職業人としての自覚をもち、生命倫
理、看護の職業倫理の必要性が考察できると共に、
行動がとれる能力を習得する
6．これからの看護を考察し、自己の看護の方向性を
意識付けることにより、自身の看護観や死生観への
動機付けができる。

1
前

30 1 ○ ○ ○

○ 看護理論

1．看護理論の中の概念を通して、看護の本質を理解
し、健康障害時の看護の特徴について学ぶ。
2．自己の看護観を育成する基礎とする。 2

前
30 1 ○ ○ ○



○
医療と看護倫
理

1．人間の生命に対する基本的理念が理解できる。
2．専門職業人としての職業倫理が理解できる。
3．医療現場で起こりうる倫理的諸問題について理解
し、倫理的配慮の考え方を修得することができる。

1
前

30 1 ○ ○ ○

○
基礎看護方法
論Ⅰ

1．看護活動の基本となる基礎看護技術とは何か考え
理解する。
2．バイタルサイン・環境・食事援助等の技術を習得
する。
3．看護の基本原則である安全・安楽を学び、技術を
習得する。

1
通

60 2 △ △ ○ ○ ○

○
基礎看護方法
論Ⅱ

1．対象に必要な経過別、症状別、治療処置別看護に
ついての基礎が理解できる。
２.治療・処置に伴う看護援助技術のための基本技術
が習得できる。

2
通

60 2 △ △ ○ ○ ○

○
基礎看護方法
論Ⅲ

1．フィジカルアセスメントの意義と目的が理解でき
る。
2．治療・処置に伴う看護援助技術のための基本技術
が習得できる。
3．系統的にフィジカルアセスメントのテクニックを
習得できる。
4．収集した情報を看護援助に結びつけてアセスメン
トができる。

2
通

60 2 △ △ ○ ○ ○

○
基礎看護方法
論Ⅳ

1．看護過程の意義と目的が理解できる。
2．看護過程の展開は、対象の状態を観察、判断、実
施したケアの評価をする思考過程の手段であること
を理解できる。
3．看護過程の各段階について理解できる。
4．ペーパー・ペイシェントの事例をもとに看護過程
を展開することができる。

2
前

30 1 ○ △ ○ ○

○
基礎看護援助
論Ⅰ

1．日常生活者としての自立を援助する考え方と技術
を習得する。
2．感染予防のための知識と適切な技術を習得する。 1

通
60 2 △ △ ○ ○ ○

○
基礎看護援助
論Ⅱ

1．日常生活者としての自立を援助する看護方法と技
術を習得する。
2．救急時の看護を理解し、一次救命処置が実施でき
る。
3．死亡時の看護を理解し、対象を人間として尊厳
し、家族の思いも配慮した対応ができる。

1
通

60 2 △ △ ○ ○ ○ ○

○
基礎看護援助
論Ⅲ

1．看護活動の基礎となる共通基本技術と態度を理解
する。
2．人間関係を発展させる技術を習得する。

2
前

30 1 ○ △ ○ ○

○ 看護研究Ⅰ

1．看護学領域における研究について学ぶ。
2．看護研究の目的と意義、質的・量的研究の概略、
倫理的課題について学ぶ。
3．研究のプロセスや研究論文を批判する視点を学
び、先行文献を批判的に検討し、自分の研究に繋げ
る。

2
後

30 1 ○ △ ○ ○ ○

○ 看護研究Ⅱ

1．研究の流れを体得する。
2．倫理的配慮をしながらテーマに沿った研究計画を
立案し、論文としてまとめることができる。

4
後

30 1 ○ △ ○ ○

○
成人看護学概
論

1．成人の生活と成人各期における健康問題を理解す
る。
2．成人を看護するときのアプローチの基本を理解す
る。
3．成人の健康レベルに応じた看護を理解する。

2
前

30 1 ○ ○ ○

○
成人看護方法
論Ⅰ

1．成人看護の急性期の病態と看護の特徴を理解す
る。
2．急激な健康状態の変化が起こっている患者に対
し、観察や適切な対処、医療処置、心理的安定など
を理解する。
3．集中治療の特徴と治療を受けている患者の心理を
理解する。
4．急性期における看護技術を理解する。

2
前

30 1 ○ △ △ ○ ○



○
成人看護方法
論Ⅱ

1．回復期の病態を理解し、心身の機能・構造に何ら
かの障害を有し、日々の生活や社会生活に支障をき
たした対象とその家族が、障害を抱えながらもその
人らしい生活を再構築していく過程の看護を理解す
る。
2．リハビリテーションの概念と看護の役割を理解す
る。
3．機能障害別リハビリテーション看護について理解
する。

3
前

30 1 ○ △ ○ ○ ○

○
成人看護方法
論Ⅲ

1．手術療法における看護に必要な知識と方法を理解
する。
2．主な手術療法を受ける人の術前術後の看護の特徴
と援助方法について理解する。
3．手術を受ける患者、家族の精神的援助方法につい
て理解する。

3
前

15 1 ○ △ ○ ○

○
成人看護方法
論Ⅳ

1．慢性期の病態を理解し、セルフケア再獲得につい
ての援助を理解する。
2．セルフケアが低下した状態に陥ったとき、セルフ
ケアを再獲得し、その人らしく生きていく看護を理
解する。

2
後

30 1 ○ △ △ ○ ○ ○

○
成人看護方法
論Ⅴ

1．終末期の病態や対象を理解し、その援助を理解す
る。
2．人間の死をどうとらえるか、また延命治療との違
いなどターミナルを理解しそのアプローチや苦痛の
緩和、精神的援助を理解する。
3．終末期における患者や家族を理解し、様々な苦痛
に対する援助を理解する。
4．死生観やQOLの視点から日常生活援助を理解す
る。

3
前

30 1 ○ △ ○ ○

○
老年看護学概
論

1．高齢者の特徴や加齢に伴う身体的･精神的･社会的
変化を看護の視点から理解できる。
2．高齢者の生活を保健･医療･福祉と関連づけて理解
できる。
3．高齢者と家族及び支える人を対象とした、老年看
護の機能と役割が理解できる。

2
前

15 1 ○ △ ○ ○

○
老年看護方法
論Ⅰ

1．老年看護の原理と倫理を機軸に置いた活動の展開
方法が理解できる。
2．加齢現象が日常生活に及ぼす影響をふまえ、生活
機能の観点から日常生活援助の基本が習得できる。

2
前

30 1 ○ △ ○ ○

○
老年看護方法
論Ⅱ

1．老年者の生理的特徴から症状の現れ方や罹患しや
すい疾患を関連づけて考えることができる。
2．老年者の健康障害の特徴をふまえ、QOL を重視し
た看護を展開できる基礎的能力が習得できる。

2
後

30 1 ○ ○ ○

○
老年看護方法
論Ⅲ

健康障害のある高齢者の看護過程が展開できる。 2
後

30 1 ○ ○ ○ ○

○
小児看護学概
論

1．小児看護の特徴、理念と目標、役割を理解する。
2．小児期の発達についてその意義と特徴を理解す
る。
3．小児の発達過程と評価について理解する。
4．小児を支える社会サポートシステムについて理解
する。

2
前

15 1 ○ ○ ○ ○

○
小児看護方法
論Ⅰ

1．小児の成長、発達段階に応じた援助方法を理解す
る。
2．小児が健康な生活を送るために必要な援助につい
て理解する。

2
前

15 1 ○ ○ ○

○
小児看護方法
論Ⅱ

1．疾病や障害が小児とその家族に及ぼす影響と反応
を発達段階別に理解する。
2．疾病や障害を持つ小児とその家族の健康段階に応
じた看護の方法を理解する。
3．小児看護に必要な看護技術を習得する。

3
前

30 1 ○ △ ○ ○

○
小児看護方法
論Ⅲ

1．小児の健康上の問題を解決するため、事例を通し
て看護過程を展開する。
2．自己の育児観を養う。

3
前

30 1 △ ○ ○ ○

○
母性看護学概
論

母性の概念を把握し、母性の対象および特徴を理解
し、母性看護の意識と役割について理解する。 2

前
15 1 ○ ○ ○



○
母性看護方法
論Ⅰ

1．生命と倫理について考え、生命誕生を援助する看
護者としての倫理観を養う。
2．女性のライフサイクル各期における看護を理解
し、母性の健康維持強化への援助を学ぶ。

2
後

15 1 ○ ○ ○

○
母性看護方法
論Ⅱ

1．周産期における看護ができる能力を養う。
2．妊娠・分娩・産褥の期間を通して、母子の健康を
維持・促進し、新生児を家族の一員として迎え、親
として適切に世話することができるように援助する
方法を学ぶ。
3．母性看護に必要な看護技術を習得できる。

3
前

30 1 ○ △ △ ○ ○ ○

○
母性看護方法
論Ⅲ

1．母性各期の異常とその看護について理解できる。
2．看護過程の展開を通じて、母性看護の能力を養
う。

3
前

30 1 ○ △ ○ ○

○
精神看護学概
論

1．精神看護学の位置づけ、目的、対象の特徴、心の
健康について、看護の機能と役割について理解でき
る。
2．人格がそれぞれの人の生活にどのように影響する
か理解できる。
3．人間関係としての家族・集団の特性とダイナミク
スについて学ぶ。
4．精神を病むとはどういうものなのか考える。

2
前

15 1 ○ ○ ○

○
精神看護方法
論Ⅰ

1．精神障害とよばれている心の不健康状態に、どの
ような種類があるか、どんな領域に広がっているの
かを概観的に知り、精神障害とは何かを正しく理解
できる。
2．精神障害のときにしばしばみられる精神症状の主
なものについて学ぶ。
3．精神科での治療について学ぶ。

2
前

30 1 ○ △ ○ ○

○
精神看護方法
論Ⅱ

1．精神障害や疾患をかかえた人をケアする際の原則
が理解できる。
2．入院治療と看護の展開について理解できる。
3．精神保健医療福祉をめぐる法制度（精神保健福祉
法）について学ぶとともに、サービス提供の場と機
能、それぞれの場における看護師の役割について理
解することができる。

3
前

30 1 ○ △ ○ ○ ○

○
精神看護方法
論Ⅲ

事例・演習を通して看護過程を展開し、精神看護の
能力を養う。地域で生活する精神障害者の援助を理
解することができる。

3
前

30 1 ○ △ ○ ○

○ 在宅看護概論

1．地域ケア体制における在宅看護の役割を理解す
る。
2．地域保健医療福祉の全体像、地域看護の概念枠組
み、地域看護の行われる場について理解する。
3．在宅療養者及びその家族を対象として、対象の理
解を基に、在宅看護の基礎を学ぶ。
4．在宅で療養している人々の生活や特性がわかる。
5．社会資源の活用及び関係職種との協働を理解でき
る。

 


2
前

30 1 ○ ○ ○

○
在宅看護方法
論Ⅰ

1．在宅看護実践の展開について理解する。
2．在宅における療養状態別の看護及び介護者の看護
が理解できる。

2
後

15 1 ○ ○ ○

○
在宅看護方法
論Ⅱ

1．在宅看護の援助技術を学ぶ。援助技術の習得を目
指しデモスト・グループ演習を通して実践能力を高
める。
2．在宅での日常生活の援助を理解する。
3．在宅での医療処置技術の基本が理解でき、技術の
習得ができる。

3
前

30 1 △ ○ ○ ○

○
在宅看護方法
論Ⅲ

1．在宅看護の事例・演習を通して、看護過程の展開
を学ぶ。
2．情報収集・看護診断・計画立案・実施・評価がで
きる。

3
前

30 1 △ ○ ○ ○ ○



○
高度先駆的看
護

1．国際社会の中で看護実践する専門職業人である自
覚を持ち、広い視野で21世紀の看護を創造する能力
を習得する。
2．高度先駆的医療の動向について理解する。
3．神経･筋疾患やがん患者や循環器医療を受ける対
象の特徴と援助方法について理解できる。
4．周産期医療の現場で行なわれる高度先駆的医療を
必要とする患者や家族を援助するために必要な知識
を習得する。
5．最新の精神障害者看護を理解し、対象のニードに
あった看護実践ができる。
6．看護のキャリアアップを目指し、認定看護師や専
門看護師の役割と実践能力を理解し卒業後の指針と
する。

4
後

15 1 ○ ○ △ ○

○ 医療安全管理

1．看護事故の構造と事故防止の考え方を学ぶ。
2．診療の補助業務に伴う事故防止の視点から、現場
に即した医療安全の行動が培われる。
3．療養上の世話に伴う事故防止の視点から、現場に
即した医療安全の行動が培われる。
4．業務領域を超えて共通する業務上の危険を明らか
にし、事故防止の視点からの知識・技術を習得す
る。

4
後

15 1 ○ ○ ○ ○

○ 国際看護学

国際看護学の概要を理解し、21 世紀を担う医療専門
職者としての指針を得る。
1．国際看護の概念を理解する。
2．戦争・紛争と難民・避難民の政治的・社会文化的
背景をふまえて、国際貢献のあり方を考える。
3．世界のヘルスニーズの現状を把握し、保健・医療
システムを理解する。
4．国内外における国際保健医療活動の役割と課題・
展望を述べる。

4
後

15 1 ○ ○ △ ○

○ 看護管理

1．リーダーシップを養い、看護管理能力の習得のた
めに幅広く、これからの看護管理のあり方について
考える。
2．看護管理の概念が理解できる。
3．マネジメントプロセスとマネジメントサイクルの
概要について述べられる。
4．看護のマネジメントが必要とされる場について理
解できる。
5．看護におけるマネジメントの変遷と課題分析を述
べられる。
6．21世紀に必要とされる医療システム、看護マネジ
メントが述べられる。

4
後

15 1 ○ ○ ○

○ 災害看護学

1．災害および災害看護に関する基礎的知識を理解す
る。2．災害発生時の社会の対応やしくみ、個人の備
えがわかる。
3．災害が人々の生命や生活に及ぼす影響を理解す
る。
4．災害時に看護が果たす役割、災害各期における看
護支援活動の現状と今後の発展・課題を考察する。

4
後

15 1 ○ ○ ○ ○

○ 救急看護

1．医療現場での救急処置・救護が確実に出来る看護
師を養成する。
2．救急領域の実態と問題点、関連知識を身につけ
る。
3．急性期に関する医学・医療の深さと広さ、救急看
護の多様性が述べられる。
4．救急医療の中の救急看護の役割を理解し、広い視
点で将来の救急看護を考える。

4
後

15 1 ○ ○ ○

○
看護情報シス
テム論

1．電子カルテ導入が進む医療機関の中で看護情報に
ついて学ぶ。
2．看護実践で扱う情報の内容やその処理方法の重要
性について学ぶ。

4
後

15 1 ○ △ ○ ○ △



○
看護ゼミナー
ル

各種学会に参加して学術的視野を広げる。
1．学生が向上意欲を持ち、主体的に学習する態度を
習得する。
2．自由にテーマを選択し情報収集、意見交換をしな
がら発表できるなど、看護を探求する態度を習得す
る。

4
後

15 1 ○ △ △ ○ ○

○ 看護政策論

1．医療･看護に関する法や制度について概観でき
る。
2．看護政策の現状と課題、および看護職の役割を理
解できる。
3．臨床で直面する問題を医療政策・看護政策の観点
から捉え、整理する事ができる。

4
後

15 1 ○ ○ ○

○
クリティカル
シンキングⅠ

1．看護学実習を通して、疑問、問題に感じた場面・
状況・事柄を意識的に振り返り、既習の専門的知識
を用いて

事実関係を検討したり、再アセスメントしたり、
よりよい解決の方法を導き出すことを通して、学生
個々が根拠に基づいた思考・判断力を習得する。
2．患者と家族、看護の目的、方法、保健医療チーム
における役割、看護のあり方などについて理解を深
めることができる。
3．本科目は3年次の各領域別実習の統合として位置
づけられているため、クリティカルシンキングが理
解でき、実践できる。

3
後

15 1 ○ △ △ ○ ○

○
クリティカル
シンキングⅡ

1．看護学実習を通して、疑問、問題に感じた場面・
状況・事柄を意識的に振り返り、既習の専門的知識
を用いて

事実関係を検討したり、再アセスメントしたり、
よりよい解決の方法を導き出すことを通して、学生
個々が根
  拠に基づいた思考･判断力を身につける。
2．患者と家族、看護の目的、方法、保健医療チーム
における役割、看護のあり方などについて理解を深
める。
3．本科目は4年次の各領域別実習の統合として、位
置づけられている。

4
前

15 1 ○ △ △ ○ ○

○ 総合演習

1．卒業前に統合実技実習として位置づける。
2．看護師としての就業を前に、統合技術としての臨
床看護実践能力を習得する。
3．事例について模擬患者を設定し、看護情報・計
画・立案から実施に至る過程をグループ学習し、看
護技術を統合して援助ができる。
4．看護におけるチームアプローチの方法や総合的な
看護実践能力の育成を図り、実践上の問題の探求及
び解決能力を習得する。

4
後

60 1 ○ ○ ○ ○

○
基礎看護学実
習Ⅰ

1. 病院の構造、機能を知り、患者を取り巻く環境を
理解し、対象とのコミュニケーションがとれる。
2. 看護の知識・技術・看護師の役割や看護業務を理
解する。

1
後

45 1 ○ ○ ○ ○

○
基礎看護学実
習Ⅱ

1.日常生活の援助、診療の援助技術を習得する。
2.看護過程展開の基礎を理解する。 2

後
90 2 ○ ○ ○ ○

○
成人看護学実
習Ⅰ

1.セルフケア再獲得における精神面、身体面、社会
面の援助ができる。
2.集中治療の特徴と治療を受けている患者の心理、
脳血管系、呼吸器系、循環器系に障害を受けた患者
の看護ができる。
3.実習内容としては、人工肛門造設術、咀嚼/嚥下障
害、消化器障害、循環器障害、排便機能障害をもつ
患者の看護、腎障害、内分泌障害、膠原病患者の看
護の実際ができる。
4.受け持ち患者に対して、情報を収集し対象の持つ
問題点に気付き、問題を解決するための思考過程を
学ぶ。

3
後

90 2 ○ ○ ○ ○



○
成人看護学実
習Ⅱ

急激な健康状態の変化が起こっている患者に対し、
観察や適切な対処、医療処置、心理的安定などの援
助ができる。実習内容としては、手術を受ける患
者、家族の精神的援助方法、周手術期にある患者の
術前/ 術中/術後の看護、手術療法の過程、周手術期
におけるチーム医療、インフォームドコンセントを
学ぶ。開腹術・開胸術・開頭術・内視鏡による手術
の看護ができる。３）手術療法における看護に必要
な知識と方法、及び、主な手術療法を受ける人の術
前術後の看護の特徴と援助方法について理解するこ
とができる。

3
後

90 2 ○ ○ ○ ○

○
成人看護学実
習Ⅲ

回復期の病態を理解し、心身の機能・構造に何らか
の障害を有し、日々の生活や社会生活に 支障をき
たした対象とその家族が、障害を抱えながらもその
人らしい生活を再構築していく過程の看護ができ
る。実習内容としては、機能障害別リハビリテー
ション看護、リハビリテーション看護における倫理
と 法的問題、消化器系、運動器系、脳神経、女性生
殖器に障害を受けた患者の看護、日常生活 行動の援
助技術ができる。

4
前

90 2 ○ ○ ○ ○

○
成人看護学実
習Ⅳ

1.人間の死をどうとらえるか、また延命治療との違
いなどターミナルを理解しそのアプローチや苦痛の
緩和精神的援助ができる。終末期における患者や家
族を理解し、様々な苦痛に対する援助、死生観やQOL
の視点から  日常生活援助ができる。
2.実習内容として、人間の死とターミナルケア、末

4
前

90 2 ○ ○ ○ ○

○
老年看護学実
習Ⅰ

介護・治療を必要とする高齢者の老化による機能低
下や適応力の低下を理解し、コミュニケーションが
とれ、残存機能を生かした援助ができる。 3

後
90 2 ○ ○ ○ ○

○
老年看護学実
習Ⅱ

健康障害があり、治療を必要としている高齢者の心
理的特徴、身体的諸機能、セルフケア能力などを把
握し、援助ができる。 4

前
90 2 ○ ○ ○ ○

○
小児看護学実
習Ⅰ

健常な小児について、発達段階に応じたコミュニ
ケーションがとれる。日常生活の援助と保育の実際
が理解できる 2

後
45 1 ○ ○ ○ ○

○
小児看護学実
習Ⅱ

健康障害のある子どもを理解し、発達段階と健康の
レベルに応じた看護の実際を学ぶ。

3
後

90 2 ○ ○ ○ ○

○
母性看護学実
習

1.女性の生涯を通じての性と生殖に関する理解を深
め、妊娠、出産、産褥についての援助方法など 母性
看護の基礎を習得する。
2.妊娠に伴う身体的、心理的、社会的変化を理解す
る。
3.少子化の中で子供をより健康な状態で産み育てる
ための母性への援助、母子をめぐる生活環境 など母
性看護の役割拡大をふまえ、その支援体制や看護職
の関わり方を習得する。

3
後

90 2 ○ ○ ○ ○

○
精神看護学実
習

1.精神疾患を持つ対象の特徴を理解し、看護を行な
うための基礎知識、対人関係を基軸とした援助方法
などを習得する。
2.日常生活や対人関係を円滑に行えない対象を理解
し家族援助も含めた看護過程の展開を実践し問題解
決能力を養う。
3.障害を持つ人が社会に参加しながら自分らしく生
活するための支援体制や看護職の関わり方を習得す
る。

3
後

90 2 ○ ○ ○ ○

○
在宅看護論実
習

1.居宅で療養する人々に対して、彼らが望む生活の
質を維持、向上させる。
2.地域で生活しながら療養する人々とその家族を理
解し、在宅での看護の基礎を習得する。地域で暮ら
す人々のヘルスニーズを把握し問題解決能力を養
う。

4
前

90 2 ○ ○ ○ ○



○ 統合実習

1.対象や他職種とのコミュニケーションが適切にと
れ、お互いに人間として成長し合えるような関係を
作り出すことができる。
2.チーム医療や他職種との協働の中で、メンバー
シップ・リーダーシップを身につけることができ
る。看護をマネジメントできる基礎的能力を身に付
けることができる。
3.夜間実習の体験を通し、その業務や対象者の理解
を深めることができる。
4.複数の患者を受け持ち、優先度を考慮し、時間配
分、適切なアセスメント、状況判断、対応ができ
る。看護管理・病棟管理の実際について理解でき
る。
5.医療安全の知識を踏まえ安全安楽に実施でき、緊
急・急変の発生時に適切な判断・対応について理解
できる。

4
後

90 2 ○ ○ ○ ○

　　　116科目合計 3,660単位時間(  134  単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

本学科で履修しなければならない単位をすべて取得し、出席状況、授業態度等を
総合的に判断し、学科会議、学校運営会議及び教員会議を経て学校長が認定す
る。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 20週

（留意事項）


